
書式第 12号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 5年度 (2023年度) 事 業 報 告 書

特定基堂.型活動法人蔵人塵援団

1 事業の成果
令和 5年度 (2023年度)は、新型コロナウィルス感染がほぼ終息し、4年ぶりに日本酒をめぐる様々

な催事が各地で賑わいを見せ始めるのに伴い、当団体でも積極的な活動の展開を図る一年となった。
主軸の「日本酒文化啓発事業」においては、隔月に定期開催する「定例会」で、季節ごとの日本酒の

楽しみ方、食材との相性、特定地域の日本酒の特徴などのテーマを設定したした会を催し、日本酒の多
様性を体験する機会を提供している。
一昨年に開始した初心者向け啓発イベント「日本酒ピクニック」は、春と秋の年 2回実施へと参加機
会を拡大した。回を重ねるごとに、非会員の一般来場者を中心に参加者が増えつつあり、日本酒の魅力
に直に触れる機会を多くの人に提供できる意義ある定期行事となっている。
「酒蔵ツーリズム事業」の活動としては、当年度は埼玉県、栃木県、富山県の酒蔵を訪間、見学し、
酒造りの現場における課題等について学ぶ機会を得るとともに、ウェブサイ トや SNS等を通じた情報発
信により、認知向上に寄与することを試みた。
「酒蔵支援を通じた日本酒文化保護事業」は「酒蔵の提携先探しと交渉の仲立ち等による基盤強化」
という団体設立当初の想定とは趣を異にするが、能登半島地震で被災した酒蔵の復興を応援することを

目的として、県内他地域との共同醸造プロジェクト (業界有志によるクラウドファンディング・プロジ
ェクト)への支援につながる催事を企画し、年度内に 1回実施した (翌期以降も随時実施予定)。
「日本酒関連周辺商品頒布事業」「酒蔵支援を通じた日本酒文化拡大事業」「情報提供事業」「広報支援
事業」の活動は、団体としては実施できていない。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用【    】千円)
疋級 に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所

従事
ヨた
日́

人数

受益
対象者

範囲

受益
対象者

人数

事業費
(千円)

日本酒文化

啓発事業

日本酒に関する

勉強会の開催等

2023/7/15, 8/3,

10/5, 11/3,

12/7, 1/12,

2024/2/1, 4/4,

5/5, 6/15、

東京都内の

飲食店他

5人 首都圏他の成
人男女

延べ 179人 1038

酒蔵ツーリ
ズム事業

酒蔵訪問見学ツ

アーの企画・運

営

2023/8/6,

11/25,

2024/3/30,

4/26-28

埼玉県、

栃木県、

富山県他

2人 全国の成人男
女

延べ 20人 82

日本酒関連

周辺商品頒

布事業

酒器等の企画・

頒布

当期は実績なし

酒蔵支援を

通じた日本

酒文化拡大

事業

酒蔵の販路開

拓、原材料調達
のための代理交

渉等

当期は実績なし

酒蔵支援を

通じた日本

酒文化保護

事業

酒蔵の提携先探

しと交渉の仲立

ち等による基盤

強化

2024/1/12～ 随

時、

2024/6/6

オンライ

ン、東京都

内の飲食店

他

4人 延べ 19人 243



情報提供事
■摯
男モ

消費者と蔵元間

及び業界内の情

報流通の支援

当期は実績なし

広報支援事

業

酒造・酒販 。飲

食各業界の情報

発信の支援

当期は実績なし

(2)そ の他の事業

その他の事業はありません。



書式第 13号 (法第 28条関係 )

令和 5年度 (2023年度)

事 業 報 告 用

活動計算書 (その他事業が上登場合)

単位 :円
丘 __」阻 ■■‐食吐

受取会責
正会員受取会費
賛助会員受取会費

180,000
0

1∞,000

受取寄附金
施設等受入評価益

2 受取寄附全
343,028

0

343.023

3 受取助威金等
受取補助金

4 事栞収益
日本酒文化啓発事業収益
酒蔵ツーリズム事業収益
日本酒関連周辺商品頒布事業
酒蔵支援を通 じた日本酒文化拡大事業
酒蔵支援を通じた日本酒文化保護事業
情報提供事業
広報支援事業
その他目的を秦成するために必要な事業

876,400

0

0

0

164,700
0

0

0

1,041,100

5 その他の収益
受取利息

肛 容 計 1_564_1

経 常 費 用

消耗品費

1

給料手当

福利厚生費

減価償却費
印刷製本費

1

2

190

役員報酬
退職給付費用

32,351

932,116

291,352
100,000
27,219

0

940
0

0

0

10,492

材料費
試験研究費
寄付金・義援金
雑費
会議費
旅費交通費
施設等評価費用

給料手当
退職給付費用
福利厚生費

通信費
広告宣伝費
会議費
消耗品費
雑費
水道光熱費
通信運搬費
地代家賃
旅費交通費
減価償却費

費  用  計 1.397.

166,472

Ч iHi謙 ■ ■

」 ユ ニ EL二 型

―
一 一

―
一

―

固定資産売却益
過年度損益修正益

用

固定資産売却損
災害損失
過年度損益修正損
外 費 用 ,「

・ 。(2経 常 外 贈 重 額 【C】 ― 【D】

(1)十 ② ・ ・ (3Dl Ⅲ 当 ] 正 蹂 財 産 目
=
■ 166.47

法人税 、住 民税及 び事業祝

前期繰域 正咲 財産額  ・ ・
り

0
饉  盤  正  嗜  財  産  ■  ③ ―④ +⑤ 106.47



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 5年度 (2023年度) 貸借対照表
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人蔵人応援団

金   輌

1

2

現金預金
未収金

棚卸資産

車両運搬具
什器備品

ソフトウェア

借地権

敷金
長期貸付金

655,669
0

19,195

674.86`

ｎ

Ｖ

674,864【A】 資 産 合 計 ①+②

2

短期借入金
未払費用
前受金

長期借入金
退職給付引当金

111.127

47,434
0

47.434
158.561

349,831
166.472

516.1

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 674,864

■FΠ■■■科



16 28

令和 5年度 (2023年度) 計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人蔵人応援団

重要な会計方針

計算書類の作成は、PO法人会計基準 (2010年 7月 20日 2017年 12月 最終改正 NPO法人会計基準協議会)によっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
移動平均法による原価法

(2)固定資産の減価償却の方法
固定資産の計上はありません。

(3)引 当金の計上基準
・ 退職給付引当金

退職給付引当金の計上はありません。

その他の引当金

その他の引当金の計上はありません。

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
施設の提供等物的サービスに関する会計上の計上はありません。

(5)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込経理によっています。

2.事 業別損益の状況
* した の ち 当 に し 目に 二́)

科 目
日本酒文化
啓発事業

酒蔵ツー リ
ズム事業

酒蔵支援を通
じた日本酒文
化保護事業

その他目的を
達成するため
に必要な事業

事業部門計 管理部門 合計

I 経常収益
1_受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益
経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
給料手当

役員報酬
退職給付費用
福利厚生費
人件費計
(2)その他経費
材料費等
試験研究費
通信費
会議費
旅費交通費
広告宣伝費

印刷製本費
消耗品費
寄付金 。義援金

雑費
施設等評価費用

減価償却費
その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

244,690

876,400

63,338 35,000

164,700

0

343,028
0

1,041,100
0

180,000

4

180,000
343,028
0

1,041,100
4

1.121.090 63,338 199,700 1,384,128 180,004 1,564,132

0

0

0

0

0

0

0

0

789,231

238,101

10,492

385

53,251

940

27,219

142,500

100,000

932,116
291,352
0

0

940
0

0

10,492
100,000

27,219
0

0

32,351

3,190

932,116
291,352
32,351
0

940
3,190
0

10,492
100,000
27,219
0

0

1,037,824 81,795 242.500 1,362,119 35,541 1,397,660
1.037.824 81.795 242.500 1.362.119 35.541 1.397.660

83.266 -18.457 -42.800 22.009 144.463 166,472

内 容 金 額 算定方法

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳



当期減少額内容 期首残高 当期増加額 期末残高 備 考

合計

4 使途等が制約された寄附金等の内訳     使途等が制約された寄附金等はありません。
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

5.固 定資産の増減内訳 固定資産の計上はありません。

6.借 入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするため
に必要な事項

事業費と管理費の技分方法
按分はしておりません。
通信費、広告宣伝費はすべて管理費として計上しております。
会議費、消耗品費、雑費については個別事業に関わるものと団体運営に関わるものとを区別して
計上しております。

その他の事業に係る資産の状況

その他の事業はありません。

７
１

Я

）

科 目 期首取得価額 取 得 減 少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産
車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

敷金

合計

科 目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高
短期借入金 1,978 401,124 400,850 2,252
昆期借入金 126,971 79,537 47.434

128,949 401,124 480,387 49,686合計

科 目
計算書類に

計上 された

金額

内、役員と
の取引

内、近親者
及び支配法
人との取引

343,028 311,028

343,028 311,028

2,252
47,434

(活動計算書 )
受取寄付金

活動計算書計

(貸借対照表)
短期借入金
長期借入金
貸借対照表計 49,686 49,686



書式第 17号 (法第 28条関係) 事 業 報 告 用

令和 5年度 (2023年度)末現在 財産目録

令   輌 ′lヽ   1計

8,700
535,867
111,102

未収金

棚卸資産

現金預金
手元現金
西武信用金庫
ゆうちょ銀行

棚卸資産
前払費用

19,195

655,669

19,195

0

有形固定資産合計

無形固定資産合計

投資その

2

産合計

A

テム使用料

72

13,

翌期事業参加費前受
預 り金
参加費入金一時預かり

短期借入金

未払費用
オンライン会議シス

前受金

47,434

退職給付弓当金
有給スタッフなし

長期借入金
個人による立替払い等累計

【l

-2】 正 味 財 産 合 計 A B-1

1当イヤ :円



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 5年度 (2023年度)
年間役員名簿 (前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並

びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特定非営利活動法人蔵人応援団

1 確認事項 (法第 20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
□各役員について、親族の規定に違反 していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)氏   名

1 〇・監事
キリムラ コウジ 令和5年 7月 1日

令和6年 6月 30日

な し

桐村 康司

2 0・監事
タイマ カツミ 令和5年 7月 1日

令和6年 6月 30日

な し

封間 勝己

3 ∈肇シ監事
イトウ レイコ 令和5年 7月 1日

令和6年 6月 30日

な し

伊藤 玲子

4

/~ヽ

野ヽⅢ監事
ヨシダ カツミ 令和5年 7月 1日

令和6年 6月 30日

な し

吉田 加津生

5

/~ヽ

実彗
"監
事

7tv7-v f')e 令和5年 7月 1日

令和6年 6月 30日

な し

照沼 千鶴代

6

/~ヽ

運彗Ⅲ監事

マツモト ウララ 令和5年 7月 1日

令和6年 6月 30日

な し

松本 麗

7

/~ヽ

理事 三ヽヲ
ノグチ リエ 令和5年 7月 1日

令和6年 6月 30日

な し

野口 梨恵



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

令和 6年 (2024年 )6月 30日 現在

特定非営利活動法人蔵人応援団

氏   名

1 桐村 康司

2 封間 勝己

3 伊藤 玲子  

4 本庄  りつこ

5 吉田 カロ津生

6 数岡 孝幸

7 照沼 千鶴代

8 東 義一

9 松本 麗

10 野口 梨恵




